
需要量の見込みにおける保育ニーズ率について

１．　０歳児

①　利用希望把握調査から算出した保育ニーズ率

【保育ニーズ率算出方法】
　利用希望調査における現在の保育施設等※の利用率をもとに算出
（育児休業取得者を除く。）
　※　保育施設等　：　認可保育所、認定こども園、認証保育所、
　　　家庭福祉員（保育ママ）、事業所内保育施設、その他の
　　　認可外保育施設、ベビーシッター

26.9%

②　保育ニーズ率（実績）

【保育ニーズ（実績）率算出方法】
　{ 保育施設等入所者 + 待機児童数(新定義) } / 0歳児人口 ×100

最高値

③　家庭類型集計結果

現在家庭類型

Ａひとり親家庭 2 5%

H23
H24
H25

H26

H22

潜在的家庭類型 現在→潜在への移行

2 5% 0 0%

保育ニーズ率（実績）

18.9%
17.3%
18.3%
21.8%

23.1%

直近の実績値よりも3.8%高い

保育ニーズ率

小数点第1位以下を四捨五入しているため、移行の欄及び合計

の欄の数値が合わない場合がある。

  ＜参考１＞
      平成26年4月認可保育所申込者における待機児童
    のうち、求職中である者※の実績（0～2歳）
　      ※　求職である者 ： 求職しながら自宅で保育している者

0.0%
Ｅ’パート×パート（短） 0.0% 0.0% 0.0%

Ｂフルタイム×フルタイム 50.4%

Ｃ’フルタイム×パートタイム（短） 2.1%

Ｅパート×パート 0.0%

Ｆ無業×無業 0.4%

Ａひとり親家庭 2.5%

6.1%

Ｄ専業主婦（夫） 38.6% 32.9% -5.7%

54.6% 4.3%
Ｃフルタイム×パートタイム

2.5% 0.0%

1.8% -0.4%
7.9% 1.8%

0.4% 0.0%

認可保育所

合計 100.0% 100.0%

0.0%

３号認定の対象者（タイプA,B,C,E）

について、潜在的な就労ニーズと

して専業主婦（夫）からＢ、Ｃの就

業タイプへ6.1%移行させている。

直近の実績値よりも3.8%高い

保育ニーズ率

6.1%の移行

（潜在ニーズ）

小数点第1位以下を四捨五入しているため、移行の欄及び合計

の欄の数値が合わない場合がある。

認可保育所
申込者（A)

待機児童数（B) 求職者数（C) （C)/（A)

927人 135人 61人 6.6%

３号認定の対象者（タイプA,B,C,E）

について、潜在的な就労ニーズと

して専業主婦（夫）からＢ、Ｃの就

業タイプへ6.1%移行させている。

これは、平成26年4月認可保育所

申込者（転園等は除く）における

待機児童のうち、求職中である者

の割合（6.6%）から見てもほぼ見

合った数値となっている。

直近の実績値よりも3.8%高い

保育ニーズ率

6.1%の移行

（潜在ニーズ）

小数点第1位以下を四捨五入しているため、移行の欄及び合計

の欄の数値が合わない場合がある。

２．　１・２歳児

①　利用希望把握調査から算出した保育ニーズ率

【保育ニーズ率算出方法】

　　利用希望調査における現在の保育施設等※の利用率をもとに算出
　※　保育施設等　：　認可保育所、認定こども園、認証保育所、
　　　家庭福祉員（保育ママ）、事業所内保育施設、その他の
　　　認可外保育施設、ベビーシッター

51.2%

資料４

②　保育ニーズ率（実績）

【保育ニーズ（実績）率算出方法】
　{ 保育施設等入所者 + 待機児童数(新定義) } / 歳児別人口 ×100

最高値

③　家庭類型集計結果

H26 48.2%

41.5%
42.5%
45.3%
48.3%

50.3%

保育ニーズ率（実績）
1歳児 2歳児

H22 38.7%
H23 40.6%
H24 41.8%
H25 47.6%

現在家庭類型 潜在的家庭類型 現在→潜在への移行

直近の実績値よりも高い保育

ニーズ率（1歳児：3％、2歳児：

0.9％）

３号認定の対象者（タイプ

A,B,C,E）について、潜在的

な就労ニーズとして専業

資料４

小数点第1位以下を四捨五入しているため、移行の欄及び合計

の欄の数値が合わない場合がある。

Ｄ専業主婦（夫） 38.7% 32.3% -6.5%

Ａひとり親家庭 3.3% 3.3% 0.0%
Ｂフルタイム×フルタイム 46.5% 49.6% 3.1%

合計 100.0% 100.0%

Ｅパート×パート 0.2% 0.2% 0.0%
Ｅ’パート×パート（短） 0.0% 0.0% 0.0%
Ｆ無業×無業 0.0% 0.0% 0.0%

Ｃフルタイム×パートタイム 8.5% 11.1% 2.6%
Ｃ’フルタイム×パートタイム（短） 2.8% 3.5% 0.7%

直近の実績値よりも高い保育

ニーズ率（1歳児：3％、2歳児：

0.9％）

３号認定の対象者（タイプ

A,B,C,E）について、潜在的

な就労ニーズとして専業

主婦（夫）からＢ、Ｃの就業

タイプへ5.7%移行させて

いる。

これは、平成26年4月認可

保育所申込者（転園等は

除く）における待機児童の

うち、求職中である者の割

合（6.6%）から見てもほぼ

見合った数値となっている。

＜参考２＞

成 年 月 認 保育所申込者 おける 歳児 待機児童 状況

資料４

小数点第1位以下を四捨五入しているため、移行の欄及び合計

の欄の数値が合わない場合がある。

直近の実績値よりも高い保育

ニーズ率（1歳児：3％、2歳児：

0.9％）

３号認定の対象者（タイプ

A,B,C,E）について、潜在的

な就労ニーズとして専業

主婦（夫）からＢ、Ｃの就業

タイプへ5.7%移行させて

いる。

これは、平成26年4月認可

保育所申込者（転園等は

除く）における待機児童の

うち、求職中である者の割

合（6.6%）から見てもほぼ

見合った数値となっている。

＜参考２＞

平成26年4月 認可保育所申込者における2歳児の待機児童の状況
（乳幼児の中で、2歳児が最も保育ニーズ率（実績）が高い。）

◇ 保育ニーズ率 50.3%（過去最高値）

◇ 待機児童数 15人（うち求職者数 13人）

◇ 2歳児定員空数 21人

空きがある保育所と本人の希望する保育所が一致しない等のミスマッチにより待機児童が発生しているが、通園可能

な範囲内の保育所に空きがある状況であり、実質的には待機児童は解消されていると言える。

資料４

小数点第1位以下を四捨五入しているため、移行の欄及び合計

の欄の数値が合わない場合がある。


